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叙 事 詩 の 宗 教 哲 学

－　Moksadharma-parvan 和訳研究　（Ⅲ）　－

茂 木 秀 淳

〈Moksadharma 和訳〉

［174章］（D181章，6745－6764）

ユディシュティラは零つた。

（1）もしも，（布施は）与えられ，祭式は行なわれ，そして苦行は実践され，また師匠へ

　　の2従順も存在するならぽ，祖父よ，それから生じるものを（P）3私に語るべし。

ビーシュマは署つた。

　（2）無意味なことと結びついた4自己によって，心（manas）は悪に至る。その心は汚れ

　　た行為を5為して，大きな苦痛の中に置かれるのである6。

　（3）貧しくして悪をなす者たちは，飢えから飢えへと，苦痛から苦痛へと，恐れから恐れ

　　へと，死から死へと至るのである。（cf．M誰ka如eya　pur麺a，14．18c－19b）

　（4）信仰篤く，温厚で，財産に富み，善をなす者たちは，喜びから喜びへと，天界から天

　　界へと，安楽から安楽へと至るのである。（cf．Marka鱒eya　pu晦阜a．14．20）

　⑤　無神論者たちは，手械をはめられて7，猛獣と象の危険へとそして蛇と盗賊の恐怖へ

　　と赴くのである。これより他に行く所があろうか。（cfMarkap¢eya　purapa　14．21）

　（6）友人（priya）と神を客として遇するような物借しみせぬ善き人々は，自己をもつ者

1本稿は『叙事詩の宗教哲学一Mok§adharma－parvan和訳覇究（II）一壽（二幅大学教育学部紀要第79号

　1993年8月）に続くものである。略号などは前稿に準ずる。前稿以後見ることのできた論文などは以下

　の通りである。

　Joseph　Dahlmann，　Die　Sa甲khya－Philosphie　als　Naturlehre　und　Er16sun£slehre，　Mahabharata－

　Studien（H），　Berlin，1902．

　Arvind　Shamla（ed，），　Essays　on　the　Mahabharata，　Bri1Ps　hldological　Library　vo1．1，　Leiden，1991，

　Kenneth　G．　Zysk，　The　Science　of　Respiratioll　and　the　Doctrine　of　the　Bodlly　Winds　in　Ancient　India，

　Jouma1　of　the　American　Oriental　Society，　voL113　No．2，　pp．198－213，1993，

　　なお京都大学の徳永宗雄教授からはMok照dharmaのコンピュータ入力データを頂いた。また本稿の

　書式については大阪大学の伏見誠氏の尽力によっている。深甚の謝慧を表したい。

2P．　gur霞亭a甲capi　D．9ur蘇palp　v蟹pi

3tad　Deussen：das　sage　mir，　o　Grossvater〔was　daraus　folgt〕

4anarthayuktena　N，　anartha触kamakrodhadi無

5P．　sa　karmo　D，　svakarma

6P，　kle6e　mahati　dhTyate　D．　kζcchre　loke　vidhTyate

7hastavapena　N．　hastavapo　hastanigaζlas　tena　nigaζlita麺santo

8hastadak§ipam　Deussen：mit　t廿chtigen　Handen　N，　hastadak§i寧a単hastopalak婁itena　tatlくarta．

　vyena　danadina　karmaひa　dak§沁am　anuk磁am
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　の豊かな右手の8道に至る。

（7＞穀物の中での空穂，翼ある動物の中での白蟻9，ダルマが（行為の）原因ではない人

　は，人間の申で’oそれと同じ種類の人である。（cfB6tlingk，　Die　Indische　Sprαche，　No．

　4150；P諭catantra（Bombay版）IIL98）

（8）運命は人がたいへん早く走ればその後を（早く）走り，眠っている人と共に横たわる。

　（運命は）それぞれの人によって為されたことに従って（振る舞うのである）。（cf．B6b

　lingk，　OP．cit．，　No。7138）

（9）　（運命は，人が）立っていれば横に立ち，進めば後から進み，行為を行なえば行なう。

　（このように運命は）影のごとく従うのである。（cfBδtlingk，　op．cit，，　No．7139）

（1①かつてそれぞれの行為はある仕方で蓄積されたが’1，（蓄積の仕方にしたがって）人

　は12常にその行為（の結果P）を享受する。自分によって行なわれた行為なのであるか

　ら。（cfB6tlingk，　op．cit．，　No．5533）

（11）自らの行為の結果によって様々に散らばり（P）13，運命によって守られているこの

　生き物の群を，時（kala）はすべてにおたって支配している。

（12）花と果実は命じられなくとも自分の時節（sv歌kalam）に遅れることはないように，

　以前為された行為も遅れることはない。

⑬　尊敬と侮蔑，獲得と損失，消滅と生成，これらは繰り返し発生しては，運命（すなわ

　ち定まった期間）が終われば（vidhanante）消滅する14。（cf．B6tlingk，　op．cit．，　No．

　6890）

⑯苦は自分によって決められ，楽も自分によって決められているのである。人は母胎を

　得たのち，前世の身体が行なったことを享受するのである。（cf．Bδtlingk，　op，cit．，　No。

　895）

（15）　（ある入が）幼児，若者，成人として行なう善きことと悪しきことは，誕生するたび

　に，（幼児，若者，成人という）それぞれの段階において享受する15。（cf．MBh．13。7．

　4cd；B6tlingk，　op．cit。，　Nα4447）

㈲　子牛が千頭の雌牛のなかで母を見つけるように，そのように前世でなされた行為は行

　為者のあとに従うのである。（cf．MBh．13．7，22；Pa配atantra　H．125；Bδtlingk，　op．cit．，

　No．5U4）

（17）最初水で湿っていた衣類は後に（洗うという）行為によつで6きれいになる。（それ

　と同様に）断食によって苦行を行なったものには永い終わりなき安楽がある。（cf。B6t一

9puttika　Deussen：die　Puppen；　B6tllngk，　Die王11d童sche　Spr痕che，　No．4150：Termitten；　N，　puttika

　ma5ak盃h
10P．　man“§ye§tl　D．　manu§yaoalp

！三P．samacitam　D，　sam茎hitam

！2王）．eva　naro　D．ekataro

13P．　svakarmaphalavik§ita甲　1）．　svakarmaphala簸｛k§epa甲

14P．　pravτtt盃v｛nlvartallte　D．　pravτttani　vivartante

15P．　bhu丘kte　lannユani　lanmani　D，　tatphalalp　pratlpadyate

！6karmana　N．　karman護kus譲anena
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　lh19k，　op．cit．，　No．6863）

㈱　苦行林において長い間苦行を実践することによって，ダルマによって罪は滅され，

　人々の願望は成就するのである17。

⑲　空中に鳥のB足跡は見えず，水中に魚の足跡は見えないように，認識を得た人々の道

　は見えない19。（cf．Bδtllngk，　op．cit。，　No．6342）

（2⑪）その他の出訴や罪をあげつらうことが何になろう。美しく，そしてふさわしい仕方で，

　自己にとって幸いとなることを行なうべし。（cf．B6tlingk，　op．cit．，　No．638）

［175章3（D182章，6775－6803）

ユディシュティラは言った。

α）世界の動く者と動かぬ者のこの一切はどこから創造されたのか。また帰滅の時…には，

　　何に至るのか。祖父よ，それを私に語るべし。

②海があり，空があり，山があり，雲があり，大地があり，そして火と風があるこの世

　　界は何によって造られたのか。（算175．7）

（3）な：ぜ生き物（bhUta）は創造されたのか。なぜ階層（varpa）は分かれたのか。なぜ

　　階層に浄不浄があり，そしてなぜ階層にダルマとアダルマがあるのか20。（＝175．8）

（4）生きている者の霊魂GTva）とはいかなるものか。また死んだ者はどこへ行くのか。

　　（講175．9）この世界からかの世界に（行くのか）。汝はすべてを私に語るべし。

ビーシュマは言った。

（5）ここでも人はこの古謳を例として語る。質問をするバラドヴァージャに対して，ブリ

　　グによって語られた優れた21話を。

⑥偉大な聖仙ブリグがカイラーサ山の頂上に，身体の活力によって輝くかのごとく22座

　　っているのを見て，パラドヴァージャは尋ねた。

（7）　『海があり，空があり，山があり，雲があり，大地があり，そして火と風があるこの

　　世界は何によって造られたのか。（＝175．2）

（8＞なぜ生き物は創造されたのか。なぜ階層（va恥a）は分れたのか。な：ぜ階層に浄不浄

　　があり，そしてなぜ階層にダルマとアダルマ23があるのか。（＝175．3）

⑨　生きている者の霊魂G魯a）とはいかなるものか。また死んだ者はどこへ行くのか。

　　（漏175．4ab）他の世界とこの世界の一切を汝は私に語るべし24。』

17P，　sa甲siddhyante　D．　sa甲pa（玉yallte

18P．§akunTna膿　D．§akUn農n譲m

19P．とD、は摘anavidalp　gat海であるが，　B6tliugk，　op．cit，　No．6342ではpupyakτta！p　gatiりとなってい

　る。

20P，　dharm議dharmav　atha　D．（玉harm展dharmavidhih

21P．§restham　D．§議stram

22　P．dfpyan、anam　fvaujas護　　D．　d難）yaIn議nam　I憤a血aujasaln

23P．　dharm盃dharm盃v　atha　D．　dharmadharmavidhih

24P．5amsatu　no　bhav盃n　D．話amsitum　arhasi
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　⑱　このようにバラドヴァージャによって疑問を尋ねられたブラフマンのごとき偉大な聖

　　仙25である彼の尊者は，そこで彼に一切を語った26。

　ω　　『天啓聖典に基づいて27，「マーナサ」という名で偉大な聖仙たちによって呼ばれ，

　　始まりも終わりもなく分割することもできない不老不死なる神，

　（王2＞　（それは）「未開展（avyakta）」と呼ばれ，恒常にして不滅不変であり，生き物はそ

　　れから創造され，生きそして死ねのであるが，

　（13）そのあらゆる存在する物を支える威光ある神は，最初に「大（lnahan）」という名の

　　ものを創造した28。それは虚空と呼ばれる。

　⑯　虚空から水が生じ，水から火と風が生じた。火と風の結合によって，その後，地が生

　　じた。

　（15）それから自存者（svaya単bhu）によって熱力（telas）からなる神聖な蓮が創造され

　　た。その蓮から，ヴェーダからなり，器である29ブラフマー神が生じた。

　α6）　「自我意識」と言われるものは，あらゆる存在物の本質をなし，大きな熱力からなる

　　ブラフマー神である。それは（ya）これら五つ存在要素（dh議tu）である30。

　（17）山は彼のブラフマー神の骨の名前である。平地は脂肪と肉である。海は彼の血であり，

　　同様に虚空は彼の腹である。

　㈱　風は呼気であり，火は体熱であり，川は箇管である。アグニ神とソーマ記すなわち月

　　と太陽は彼の晶出であると伝えられている。

　⑲　上方の天空は彼の頭であり，地は両足であり，方位は両腕である。（ブラフマー神

　　は）31無限であるから，完成した人によっても認識するのは難しい32。（この点につい

　　て）疑いはない。

　（20）彼こそが33聖なるヴィシュヌ神であり，無限であると伝えられている。あらゆる存在

　　物の本質に存在している彼は，自己の完成していない人によっては認識するのが難しい。

　（2D　あらゆる存在物の生成のために自我意識を創造した者（aha甲karasya　y的sra§仁a）34，

　　それからここで汝が私に尋ねた一切のもの（vま6vam）が生じたのである。過

バラドヴァージャは雷つた。

（22）天空の，方位の，大地の，そして風の大きさは（parim護顧ni）どのくらいか。真に

　　私の疑問を断ち切るべし。

25P．　mahar§lr　D．　brahmar§｛r

26D．はこの後にBhrgur　uvacaを挿入している

27P．　vikhyata摯§rutapOrvo　mahar婁ibh恥　D．　ya奪p霞rvQ　v童§ruto　vai　mahar§ibh幻

28D．はこの後に次の句を挿入し，三行詩としている。

　　mahan　sasarjaharpkara甲sa　capi　bhagav盃n　atha／／

29rlidhi垣　N．　nidhir｛va　j負盃na｛§vary盃dTn護m

30N．　ye　ete　pa煮ca烈｛語adayo　dhatavo　d覧譲ra鎮akarm盃“a阜sa　eva　brahma

31DuesseRはac｛Rtyatmaを主語として解している。注32参照

32P．　durvil飴yo　hy　anantatvat　siddhair　apl　D．　durvi節eyo　hy　acintyatma　siddhair　api

33P．　sa　eve　D．　sa　e§a

34あるいは，「私は（存在する）」という癸声をなした者の意昧か。
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ブリグは払った。

（23）かの天空（誼語a）は，無限にして，聖者（siddha）と楽人が住み35，さまざまな住

　　居でにぎわう心楽しきところであり，その端には近づくことはできない。

（24）　（天空の）領域の36上方と下方には太陽と月は見られない。そこでは神々が自ら輝き，

　　火をエネルギーとして光を放っている37。

（25＞彼らもまた（ブラフマー神の）身体の精気の広がった（prathitaulas）天空（11abhas）

　　の端を見ることはない。（天空の端は）到達するのが困難であり無限であるから，と私

　　の言うことを理解すべし，名誉を与える者よ。

㈱　かの天空は，はるか高みにまで光を放つ自ら輝く者によって満たされているので，

　　神々（surair）によっても：量ることはできない。

（27）地の果てには海があり，海の果てには暗黒（tamas）があると伝えられている。暗黒

　　の果てには水があり，そして水の果てにあるのは火のみであると言われている。

（28）地下界（ras議tala）の果てには水があり，水の果てには蛇の王38がいる。その果てに

　　は再び虚空があり，虚空の果てには，再び水がある。

（29）このように至尊者（bhagavat）の端と水の大きさは，火と風と水にもとづいて認識

　　するのは神々（daivatair）によっても難しい。

㈲　火と風と水の，そして地の表面の色（vamah）は，天空のごとくであるが39，本質を

　　観察することによって40区別される（bhidyate）。

（3Dそして，もろもろの聖者（munl）はさまざまの聖典（§astra）において，三界と海

　　の41大きさは同様に（2yath旬規定されると説いている。しかし，到達できない不可見

　　のもの（adτ§ya）にたいして，誰が大きさを語れようか42。

（32）聖者（siddha）と神々（devata）の領域（gati）は限定されている時，名前にふさわ

　　しい姿をした偉大な自己をもつ回りなきマーナサについて，「限りなき」と伝えられる

　　名称は，讐喩として用いられている（gaupa）のである43。

（33）神聖なその姿が4縮小し，そしてまた増大するならぽ，他の誰がそれを認識すること

　　ができようか45。たとえ，他の者がそれと同じ種類に属する46としても47。

（3φ　かの蓮の花から創造され，一切知者にして，身体をもち（mαrtim浸n），主であるブラ

35P．　siddhac譲ranasevitam　D．　siddhadaivatasevitam

36gater　N．　gateh　sUryara§migater　apl　Duessen：（oberhalb）ihres　Machtbereiches

37P．　bh琶svara§ca　D．　bhasvar盃bha

38P．　pannagadhipa垣　D．　pannagadhip記3

39P．　aka§asadζ§a　D．　aka§護（玉avagτhyante

40　tattva（玉ar§anat　N．　atattvadar§an護t

41P．　trailokye　sagare　caiva　D．　trailokyas設gare　caiva

42P．は三行詩であるが，　D．は二行詩である。

43P，は三行詩であるが，　D．は二行詩と一行詩に分かれている。

44P．　tadr痕pa甲　　D．　yadrαpa！箪

45P．§akto　D．§akyo

46tadvidho’pi　N．　tadvidho’pi　brahmabhava甲gato’pi

47P．は二行詩であるが，　D，は一行詩である
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　　フマンは，ダルマからなる最初のそして最高の造物主（pralapati）である。

バラドヴァージャは言った。

　㈲　もしも（ブラフマンが）蓮の花から生じたならば，蓮の花がより古い。しかし汝は，

　　ブラフマンが最初に生じたと言った。これが私の疑問である。

ブリグは言った。

（3のマーナサのこの世でブラフマンたることに伴う（samup鎗at濁身体（m資rti）の座

　　る場所を置くために，地が蓮と言われたのである。

（37）その蓮の果皮が48天空を押し上げている49メール山である。その（メール山の）中腹

　　にいる人々の主が，もろもろの世界を創造したのである。

［176章］（D183章，6804－6820）

バラドヴァージャは云った。

　（1）メール山の中腹に座したるかの主ブラフマーは，どのように種々の生き物の創造をな

　　したか，それを私に語れ，すぐれた再生族よ。

ブリグは言った。

　（2）種々の生き物の創造をマーナサは心（manas）によってなした。生き物に生命を与え

　　るために‘o最初に水が創造された。

　（3）あらゆる生き物にとって生命（prapa）であるもの，それによって生き物は51成長し，

　　去られた者は消滅するもの，それによってこの世の一切は覆われているのである。

　（4）地，山，雲そして他の，形態をもつ物はすべて水からできていると知るべし。水こそ

　　が52（それらを）支えたのである。

バラドヴァージャは漁った。

（5＞どのように水は生じたのか。そして火と風はどのように生じたのか。また地はどのよ

　　うに創造されたのか。ここに私の大きな疑問がある。

ブリグは雷つた。

　（6）バラモンよ，かつてブラフマー神の世界期（brahmakalpa）においてバラモンの賢

　　者たちが集った時に，偉大な自己をもつ彼らに，世界の生成についての疑問が生じた。

（7）かの再生族たちは，瞑想を始め，沈黙を遵守し，動くことなく，食事もとらず，風を

　　飲んで，神々の百年を過ごした。

（8）彼らすべての耳にダルマからなる53音声（vap了）が達した時に，聖なる言葉（sara－

　　svatτ）が天空の表面から生じた。

48P、　karnika　D．　kamaka

49P．　ucchritah　D．　ucchitah

50　sarndhuk§an百rtharn　　D，　sarprak§a撃員rtharp

5！P，yatpra導aね　D．　yatprapaり

52P．　puna垣　D．　yato

53P．　dharmamayτ　D，　brahmamayT

54P．　stimitanih§abdham　aka§am　D．　stimitam　aka§a三n　allantam
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（9）それ以前は，音声な：く寂静にして山のごとき虚空が54，月，太陽，風も消えて，眠っ

　ているかのごとく存在していた。

（10）それから，あたかも暗閣の中に別の暗閣が生じるかのように，水が生じた。その後，

　その水を圧縮することによって風が生じたのである。

（ID割られないかぎり音のないように見える壷を，水が満たされると，風は音あるものに

　するのと同様に，

（12）すきまなく（niran亡are）水に覆われた虚空の端で，波の表面を破って，風は轟きを

　伴って上昇するのである。

⑬波を圧縮することによって生じたこの風は動き回り，虚空に場所を得た後も

　（aka§as£h盃nam護sadya），静まることはない。

鱒風と水が擦り合わさった時，熱（telas）によって輝き，大きな力をもち，頭を上方

　に向けた者（火）が，虚空を暗閣なぎもの55となして，生じた56。

（15）火は風（pavana）と結合して虚空から水を持ち上げた57。その同じ火は，風（m激u－

　ta）と結合することによって固体性を生じた。

（16）その火には（tasya）虚空に58落ちた別の水（sneha）があり，それが凝集性を得て，

　地の性質に近づいた59。

（17）もろもろの味，あらゆる香り，もろもろの湿潤さ（snehana甲）にとって，そして同

　様にもろもろの生き物にとって，地はそこにおいて一切が生じる母胎である，とここに

　おいて認識すべし。

［！77章］（D184章，6821－6865）

バラドヴァージャは言った。

　（1＞これらが60ブラフマー神が最初に創造した五つの存在要素（dhatのである。粗大元

　　素（三種）と呼ばれる6！それらによってこのもろもろの世界は充たされている＠vτtの。

　②　かの偉大なる心を持つものが三千という存在物を創造した時に，どうして五つにのみ

　　要素という性質（bhOtatva）が生じたのか。

ブリグは回った。

　③　「曇ることのできないもの（amita）」に対して「大」ということぽは（用いられる）。

　　（それらによって）存在物は誕生に赴くのである62。従って，それらにとってこの大種

　　ということぽが生じたのである。

55P．　vitimiram　D．　nistimiram

56P．　pradurbhavati　D．　pr覆（玉urabh痕d

57P．　khat　samutpatate　jala田　　D．　kha甲samak§ipate　jalam

58P．　aka§e　D，盃ka§am

59　P．upagacchati　D．　a簸ugacchati

60P，　ete　te　D，　ta　ete

61P．　mah護bh霞tabhisa甲jfiitai尊　D．1nah我bh震t記）hisalplfiitaね

62　yanti　bh預t盃ni　sa単bhavan｝　N．　yata与sarpbhava甲y頁nti　tato　hetor　bh亘t含nτty　artha摯
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（4）風は運動であり，虚空は広がり（kham）であり，火は熱，水は流動，そして地は凝

　　集である。身体は（これら）五つの存在要素からできているのである。

（5＞以上のように，動く者と動かぬ者はこれら五つの存在要素（bh飢a）と結びついてい

　　るのである。耳，鼻，蓄，皮膚，そして眼は感官と呼ばれる。

バラドヴァージャは言った。

　㈲　しかし，動く者と動かぬ者が五つの存在要素（b髄ta）と結びついているならば，動

　　かぬ者の身体には五つの存在要素（d瞼tu）は見られない（ではないか）。

（7＞熱はなく，動きはないが本質的に凝集的なものである木々の身体には五つの存在要素

　　（dhatu）は知覚されない。

　（8）　（木々は）聞くことはなく，見ることもない。それらは香りと味を知る者ではない。

　　そして（木々は）接触を認識しない。それらがどうして五つの存在要素からなるもの

　　（pa鋤abhautika）であるのか。

（9）木々は流動せず，火もなく，地もなく63，風からなるものではない，また虚空は

　　（木々に）限定されないのであるから64，木々は存在要素からなるものではない。

ブリグは奮ったG

（1①凝集的であっても木々に虚空は存在する。（この点について）疑いはない。（なぜなら

　　ば）木々の花と果実の中に（虚空が）現われることは65いつも知覚される66（から）。

（ID木々は熱によって葉は色記せ67，（木々の）樹皮，果実そして花は冷気によって68色槻

　　せる。従って，ここには触感が存在する。

（12）風や火や雷鳴の衝撃によって69果実と花70はしぼむ。（これは）音が耳で捉らえられて

　　いるからである。従って，植物は音を聞くのである。

⑬　蔓は木に巻きつき，あらゆるところに進行する。視覚のない者には進行はないのであ

　　るから，植物は見るのである。

　⑯　良きあるいは悪しき香りによって，またさまざまな薫り（dh⑳a）によっても，病む

　　ことがなけれぽ，花は咲く。従って，植物は匂いを嗅ぐのである。

⑮　（木は）病気の時でも根で水を飲むことが観察され71，そして病気は治癒するのであ

　　るから，木には味覚が存在する。

⑯　植物は，青蓮の茎という口を通って水を上方へ運ぶように，そのように植物は，風と

　　結びついて，根によって水を飲むのである。

63P．　abhaumatvad　D．　abh震mitvad

64aprameyatv含d　N、　aprameyatv潰d　apratぎyam盃na亡vat

65P、　pu§paphale　vyakt｛r　D．　pu§paphalavyaktir

66P．　sa鴛aupalabhyate　I）．　sarnupapa（iyate

67P，91a鳶apar撃盃n言甲　 D．　glayate　varOalp

68　P．caiva訂tena　　D，5Tryate　c譲pi

69P－ni§pe§a毒D．一nirgho§a恥

70　1）．phalapuξ；parp　　D．　phalarp　pu§parp

71P，　salilap置na甲ca　vyadln巨11｝api　dar歪anam　D．　salilapan盃。　ca　vyadhτn置ln　api　dar§anat

72P．　graha暴at　sukhadu麺khasya　D．　suk益adu無khayo§ca　grahap護c
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（17）　（木々は）快と苦を捉らえるのであるから72，また傷ついたものが成長するのである

　から，私は木々に霊魂G了va）を見る。（従って）木々に意識がないこと（aca三ta鯉a）

　はないのである。

（18）それ（木）によって引き上げられたその水を火と風が消化する（jarayati）。そして

　食物の変化によって，粘性（SReha）と成長が生じる。

（19）そして，あらゆる動く者の身体には五つの存在要素（dhatu）が存在する。それらに

　よって身体は活動するのであるが，それら五つの存在要素は一つずつ区劉される。

⑳二瀬，肉，骨，骨髄，そして五番目が腱73。このようにここで，身体において地から

　なるものが列挙された74。

（21）身体の輝きは火である75。怒り，目，体熱も同様である。そして火は消化も76する。

　（以上が）生きている者（§ar預a）の火に関係する五種のものである。

（22）耳，鼻，次に77口，心臓，そして内臓，これらは生きている者（pr御in）の虚空より

　なる五つの組織（dh醗u）である。

㈱　粘液，胆じゅう，汗，脂肪，血というように，生きている者の身体には常に水が五通

　りに存在する。

（24＞生きている者は，プラーナによって行為し，ヴィヤーナによって努力する。アパーナ

　は下方に78行き，サマーナは心臓に留まっている。

（25）　（生きている者は）ウダーナによって深呼吸をする。そして，（五種の風の）相違に

　よって79回すのである。以上のように五種の風がこの世で生きている者（dehin）を活

　動させるのである。

㈱生きている者（§ar動avan）は，地から香という性質（g叫a）を知り，水から味を知

　る。目によって光を見8。，風によって81触感を知るのである82。

（27＞私はその香の性質（gu暴a）を個別に列挙して語るであろう。好ましい香と好ましく

　ない香，甘美な香，刺激臭，

（28）かび臭さ（nirharin），混合した匂い（sa甲hata），湿っぽい匂い（snigdha），乾燥し

　た匂い（rak§a），ふくよかな匂い（vi§ada），このように地に属する香は詳細には九種

　であると知るべし83。

73P，　sn護yu　ca　D．　snayu§ca

74P．　saIpkhy護ta甲　　D．　sa鳶ghata単

75P．　agni5　ca　I）．　hy　agnis

76　P．c資P至　D．　yac　ca

77P．　atha　D．　tath蓑

78　P．av展k　ca　　D．　adha§ca

79　pratibhedat　N．　pratibhedad　ura辱ka阜tha§ira蜂sth盃nabhedat

80P．　jyot恥pa蓉yati　cak＄urbhy資甲　Djyoti§含cal《susゑr瓶pa甲

81P．　vayUn盃　D．　v漬hina

82D．はこの後に次の句を挿入している。

　　gandhaspar話。　raso　r霞pa甲§abda§c譲trta　gu顧h　sm誓ta取／

83この後にD．はP，26cd句を挿入している。

84P．　apa船guP蚕｝3　D．　api　gup盃b
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㈲音声，触感，色，そして味が水の性質84であると伝えられている。私は，味について

　の知識を語るであろう。それについて私が語るのを聞け。

（3G）味には多くの種類があるとよく知られた（prathitatmab助）賢者たちによって85説

　明された。甘さ，塩辛さ，苦さ，渋さ，酸味，辛さ，とこのように水の味は六種が列挙

　されると伝えられている86。

（3D火（jyotis）は音声，触感，色という三つの性質をもつと言われている。眼

　（jyotis）はもろもろの色を見る。そして色はまたさまざまに伝えられている。

（32）短い，長い，大きい，四角な，小さい（a興），丸い，白い，黒い，赤い，青い，黄

　色い，そして褐色87，とこのように火の色の性質は十二種類列挙される88と伝えられて

　いる。

㈱　次に，音声と触感が知られるべし。風は（この）二つの性質をもつと言われる。しか

　し，風の性質は触感であり，そして触感はさまざまに伝えられている。

㈱刺すような，速やかな，おだやかな，べとついた，弱い、激しい，暖かい，冷たい，

　心地よい，苦しい，油っぽい，ふくよかな89，とこのように風の性質は十二列挙される

　と鷺われている。

㈱　虚空は一つの性質をもつ。それは音声であると伝えられている。私はその音声の多様

　な詳細について語るであろう。

（36）第一音（具六§aOja），第二音（τ§abha）と第三音（g知dh盆a），第四音（madh－

　yama），第五音（pa勉ama）90，第六音（明意dhaivata）91そして第七音（ni§護一

　daka）92が知られるべきである。

（37）この七種が虚空の目印93である性質と雷われている。それは，三種の音調からなるも

　のとして94太鼓などあらゆるところに存在しているのである95。（cf．P御inisαtra　1．2．

85P．　sαribhih　D，　rsi1）hih

86D．は「とこのように水の味は…と伝えられている」の句を新たな詩節のab旬としている。従って、以

　下P．とD．は一行ずつずれる。

87P．　nn鋤pTto’ru塾as　D．　plto涌ar四a＄1〕．はこの後に次の句を挿入している。

　　ka婁hina§dkkapa尊§1ak婁alla摯picchalo　mτdud震ru孕aね／

88P．　dvada6avist盃ro　D．　soda§avistaro

89P．　ka喜hina§cikkapa球§1ak§ana取plccchalo　mτdudaru稔a草／

　　u§皐a華§taねsukho　du摯kha訟snigdho　vi§ada　eva　ca／／

　D．u§pa麺§7ta垣sukho　du尊kha垣snig（玉ho　vi§ada　eva　ca／

　　tatha　kharo　rnτd看r頚k§o　laghur　gur観taぎ。’P蚤ca／／

90　P．paf護camas　】〔），　dhaivatas

gl　P．　dhaivatas　D．　pa議cama§

92P．　ni§議dakah　D．　ni§adav議n

93　P．aka§a正aksanah　D，　ak議§asarnbhavah

94P．　traisvaryepa　D．　ai§varye孕a

95D。はこの後に次の詩節を挿入している。

　　nπdallgabheでf§a三～khana麹p　stanayitno　rathasya　ca／

　　ya無ka§cic　chrαyate§abda奪prapi鴛。’Pr護Pino｝Pi　v盃／

　　ete＄議rn　eva　sarve§alτ1　v重§aye　Sa単prakTr亡ita尊／

　　eva三纂bahuv｛dhak盃ra取§abda　aka§asa導ユbhavab／
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　32）

（38）人は，虚空より生じた音声を，これら風の性質が対立しなけれぽ，それらと共に知覚

　し，（風の性質が）調和しなけれぽ96認識しない，と言われている。

（39）これらの存在要素97は常に（他の）存在要素と共に98増大する。（五種のうち）水と火

　と風は，生きている者（dehiのにおいて常に鳳を覚ましているのである99。

［178章｝（＝D185章，6866－6882）

バラドヴァージャは言った。

　（1＞地の存在要素（曲盃tu）に依存して100，体の中の火はどのように存在するのであろう

　　か101。（体の中の）場所の特殊性によって，風はどのように作用するのであろうか。

プリグは酉つた。

　（2）バラモンよ，私は汝に風の進行を語るであろう102，罪なき者よ。力ある風は，生き物

　　（p懐pin）の身体をどのように動かすのか（を語るであろう）。

（3）火は身体を保護しつつ，頭の中に位置している。プラーナ（気息，pr的a）は頭の中

　　と火の中に存在して（身体の中を）動くのである。

（4）それ（プラーナ）はあらゆる生き物の本質であり，永遠なるプルシャであり，心

　　（manas）であり，理性（buddhi）であり，自我意識（aha卑k濫a）であり，存在要素

　　（bh猷a）であり，外的対象でもある。

　㈲　そのように，この世界では，それは（sa生き者はのあらゆるところでプラーナに

　　よって保護されている103。後に1。4（プラーナは王05）サマーナによってそれぞれの場所

　　（gati）に至るのである。

　㈲腹106と腸と（消火の）火の中に住むアパーナは，小便と大便とを運びつつ（体内を）

　　巡るのである。

　（7）努力（prayatna），行為（karma），力（bala）という三つの中に存在する（var－

　　tate）単一なものを，最高我（adhyatman）を知る人々はウダーナと雷つた。

（8）同様にあらゆる関節（sandhi）に入り込んだ風は，人間の身体においてはヴィヤーナ

96P．　vi§amagata恥　D．　vi§amasthai無

97（玉hatava類　　N．　te§abdadyutpadaka（lh巨tavo（leharalpbhak盃s　tvagadigolak議尊

98dhatubhi取　　N．　dhatubhi翠prapendriyair

99D．はこの後に次の句を挿入している。

　　1n痕lan｝ete§arτrasya　vy潰pya　pra暴an　ih議sthita奪／

100　P．羅5ritya　　D．盃sadya

101P．　bhavet　D．　prabho

102P．　kTrtayi§yゑmi　D．　kathayi§yami

103P．　parip翻yate　D．　paricaiyate

104　pr§宴hatas　　N，　pζ§thato　jτvatvaPraPtyanta「alP

lO5　Deussen：je（玉er　［der　f負nf　Pr置pa’s］

106P．　vastim削a甲　D．　bastim〔ila甲　N．　bastim面lalp　m酒tr話ayarp

107dh盃tu§u　N．　dhatu§u　tvagadi§u
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　というように教示されるのである。

（9）諸ダートゥ（身体要素d臆tu）の中にlo7広がっている火は，サマーナによって動かさ

　れ，諸のラサ（養分rasalo8），ダーD，そしてドーシャ（気質do§a）を作用させつ

　つ存在している。

（i⑪〉アパーナとプラーナの中間で，プラーナとアパーナによって規制され（sam翫ita），

　集中した（P）109火は，適当な場所で1王。，すべてを（samyak）消化する。

（ID口に始まり111，肛門に至る112管（srotas）は，最後には（aRte）グダと呼ばれるので

　あるが，その管から生きている者（dehiののあらゆる管が生じるのである。

（｝2）　（管と）プラーナが出合うことから，（管と火との）出合いが113生じる。生きている

　者（dehin）の食物を消化する熱は火であると知るべし。

（13）火の勢いを運ぶプラーナは，管の末端でぶつかり，再び上方に至って火を放出するの

　である（2）脳。

㈹　消火したものの入れ物（pak顧§aya）はへそのu5下に，未消化のものの入れ物はへそ

　の上にある。あらゆるプラーナはへそという身体の中心に位置しているのであるB6。

⑮　心臓から延びる王17十種の脈管（順dτ）はすべてプラーナに118駆り立てられて，食物の

　精髄（rasa）を横・上方・下方へと運ぶのである。

（王6）さてこれが119諸々のヨーガの道120であり，それを通って（ヨーガ行者たちは）その境

　地に（tatpadam）おもむく。疲労を克服して座る賢者たちは112自己を頭頂に保ったの

　である王22。

（17）このように，生きている者にとって（dehi舩m），あらゆるプラーナとアパーナに分

　けられた（vihitaり）火は，常に頭の中に存在する123。あたかも燈火の皿に置かれだ24

　火のように。

108rasan　N．　rasan　annadTR

109samanvita尊　N．　samanvita毎sama§rita皐…／yadva／sama鳶vita　ekTbh盃vena　yukta尊sama貧atva甲

　gata　ity　artha13／

110P．　svadhi§ζh盃na華D．　tv　adhi§奮hana甲

工11　asya甲　　N．　asyarn　arabhya

112　P．　payusaηρyuktam　D．　payuparyantam

113sannipata垣　N．　tatsahac議ri阜。　la皇haravahner　api　san鳶ip護ta阜

114　samutk§ipati　Deussen：sch揃r七er　［seinerseits］　das　Feuer　an

115P．　n護bher　D．　nabhy設m

l16　P．samahit盃h　D．　ca　samsthit盃h

117P．　prasζta　D，　prasthita

l18　N．はda§apra簿apracodit勘と解して、十種のプラーナを列挙している。　N．　te　ca　p癒padayぬpa挽a

　龍agakαrmakτkaladevadattadhanafijayε｛§ca　pafica

119　e§a　　N．e§a　asyadipayuparyanto

！20m護rgo’tha　yogana甲　N．　yoga醸憩yQgi食a憩m言「9a鵬

121P．　litaklamasanna　dhlr盃Dj｛takiam的samad嬉r言

122P．　adadhuh　D．盃dadhan

123P．　sth｛to　D．　samidhyate

124P，　sam農hitah　D．　ahitah
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［179章］（漏D！86章，6883－6897）

バラドヴァージャは言った。

（1）もし風が生きるのであれば125，風こそが活動し，呼吸し，そして話すのである。従っ

　　て，霊魂嬢va）は無意味となろう。

（2）もし126体熱（薮§mab嫉va）は火に属し，もし火によって消化が行なわれるならぽ，

　　老化するのもまた127火である。従って，霊魂（j了va）は無意味となろう。

（3）人が128滅する時，霊魂は知覚されない。（その時は）風がそれを離れ，体熱が消滅す

　　るのである。

（4）もし霊魂が風のようであれぽ129，あるいは霊魂は風と結びつく（sa！p§le§a）のであ

　　れぽ，霊魂は，つむじ風のように見え，風の群と共に行くであろう。

　⑤　もしも（霊魂が）風と結合するならば，またもしも（霊魂は）その結合の故に滅する

　　のであれぽ，大海から切り離されている故に（Pmah巨獣avamimuktatvad）水の容器は

　　（大海とは）別である（のと同様である。）

　（6）井戸に水を，あるいは燈火に火を与えてみよ。投げ込まれたものはすぐに滅するであ

　　ろうBo。それと同様な仕方でこれ（霊魂）も滅するのである。

　（7）この身体が五種のものを共通の基盤とする三31時，どこに霊魂は132存在しようか。それ

　　らの133いずれか一つの除去による134四種の集合は135存在しないのであるから。

　⑧　なぜならぽ（体内の）水は食事をとらなけれぽ滅し，風は呼吸を停止すれぽ滅する。

　　虚空は胃を開けば（ko§㊤bhedat）滅し，火は食事をとらなけれぽ滅し，

　（9）そしてまた病気・傷害136・疲労によって地は壊れる。これらのうちいずれか一つがそ

　　こなわれれぽ，これらの集合は五種に分れる。

⑬　これ（身体）が五種になった時，霊魂は何の後に従うのであろうか。あるいは霊魂は

　　何を知らせるのであろうか。また，霊魂は何を聞き，話すのであろうか獄。

　鋤　「この牛は他の世界にいる私を救うであろう」，と言って，（牛を）贈った後でその人

　　が死んだならぽ，その牛は誰を救うのであろうか。

　（12）牛，そしてそれを受取る人と贈る人は等しくまさにこの世で消滅する。彼らはどこで

　　（再び）会う（samagama）というのか。

125prapayate　N．　praQayate　l了vate

126P．　yadi　D．　yad

127P．　caiva　D．　caitat

128janto13　N，　janto麺dehendriyabuddhisarpgh議tasya

I29　P．　v夏topamo　D．　v盃yumayo

130P。　prak＄iptarp　na§yati　k婁ipraq〕　D．　k§iprarp　pravi§ya　na§yeta

131P．　paficasadharape　D．　paf葉cadharaζヒake

132　jτvitarp　　N．」了vitarp∬va取

133P．　ye§am　D．　te頭m

134P．　anyataratyagac　王），　anyatar盃bhavac

135　P．sa丘grahaり　　D．　sa甲§aya取

136　P．，vrana一　王）．一varna－

137P，　bravTti　v置　D．　bravτti　ca
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（13＞鳥に食べられた138人や，山の頂上から落ちた入や139，火によって焼かれた（upayu－

　kta）人は，なぜ再び生存（sarplTvanam）できるのか。

働切られた木の根は再び成長せず，その種子が活動するのであれぽ，死者はどうして再

　び戻って来られるのか。

（15）循環するのは最初に創造された種子のみである。死者は死ぬたびに滅し，種子から

　（新たな）種子が活動するのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1993年11月30日　受理）

138　P．upayuktasya　　D．　upabhuktasya

139P．　patitasya　va　I）．　patitasya　ca


